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I.対象者 A大学の大学生と大学院生の男性 173名，女性 191名，計364名（平均年齢20.5歳，
SD=l.7）であった。





















































因子名（α） fl 宜Z 13 E斗
自己存在の喪失感 （a~.開）
31 自分自身が自分でなくなったような，他人のような感じがすることがある .78 回－.01 .03 
27 自分の身体を動かしていても，自分が動いている感じがしないときがある .67 .34 -.10 倒ー
29 
自分の心と身体が離ればなれになってしまったような感じがすることが
.66 σ7 叩 .07 ある．
26 
自分のなかに，考えたり，行動したり，話したりしている自分を，じっと見つ
.62 岨ー .03 .10 めているもう一人の自分がいる
30 自分とまわりの世界とが，うまくつながっていない感じがすることがある .53 .ー14 .12 .35 
25 自分は存在していないのではないかと感じることがある .48 却 位 位
38 
いつものように行動していても人形か機械のような感じで， I自分がして
.45 .34 .07 ．倒いる」という実感がないときがある
17 手や脚や頭などが自分のものでないように感じることがある .41 .27 -.04 .18 
身体感覚と他者への違和感（α~.85)
却 食べていても味がわからないようなときがある． 師I.62I .18 師
35 
温度の遣いは分かるが，「暑い」とか「寒い」ということが
.01 59 .12 －位からないことが多い
18 
つねったり叩いたりしても清いのかどうかよくわからないようなときが
.32 57 .01 -.05 ある
24 身体全体が借り物のようで，自分の身体でないような感じがする .44 .54 -04 -07 
10 
人が何かしているのを見てもs動いているのが目に映るだけで，その人が生 ，ー的 .53 .ー10 .50 きているように感じられない時がある
9 人と話していても鏡に向かつて話しているように感じることがある .12 .44 -14 .41 
I 連想がまったくわかなくなることがある .1 .40 .32 .05 
自己の疎隔感 （aニ .84)
14 何かやろう，という気がなくなってしまうことがよくある 白ー 叩 I.67I .1 
16 
特に睡眠不足や疲れがあるわけでもないのに原が働かないような変な感




.27 -.16 .57 .08 り考えたりしているのかどうか，よくわからなくなることがある
1 話を聞いていても，言葉が耳を通り過ぎていくように感じることがある． .ー20 .26 .54 .18 
22 
そのときによって，自分のいろんな面があらわれるので，どれが本当の自分
.39 ・.01 .52 -15 かわからなくなる
34 昨日何をしていたかも思い出しにくいことがある． .ー14 .26 .52 ．倒
23 
そこに何か物があるとわかっていても，身体がそれにぶつかってしまうこ
.16 .23 .44 -12 とがよくある．
外界との疎隔感（α＝師）
7 まわりの感じが自分にピタッとこないことがある． .15 -.24 .20 62 
8 風景を見ても，スクリーンのようで，生き生きと感じられないときがある -03 .25 叩 .62 
5 
まわりの人やものがそこに「ある」という実感が，いま一つないことがあ
.13 ．師 .01 .62 る
6 
まわりの世界が，自分とはまったく関係なく動いているように感じるとき ．師ー ．師 .25 .58 がある．
13 何を見ていてもリアノレな感じがしないことがある． 但 .30 .09 53 
因子間相関白 12 13 出
fl .63 .58 .65 
12 .63 .41 曲
白 .58 .41 曲









































函干亙T五両 fl l2 fl 
対人摩耗度（α~.81)
11 その場を収めるために，本心を抑えて相手を立てた。 .74 -.09 .00 
15 相手の機嫌を損ねないよう会話や態度に気を使った． ．ヲZ .02 .00 
12 相手に合わせるペきか，あなたの意見を主張すべきか迷った。 .70 .13 -.16 
16 本当は指摘したい相手の問題点や欠点に目をつむった .59 -.02 .16 
6 あなたのあからさまな本音や悪い部分が出ないよう気を使った。 .56 -.07 .01 
18 本当は伝えたいあなたの悩みやお願いをあえて口にしなかった。 A9 .07 .22 
対人過失度同ニ.75】
'1 4 あなたのミスで相手に迷惑や心配をかけた。 -.I 
14 相手の仕事や勉強，余暇の邪魔をしてしまった。 。11
I あなたの落ち度を，相手にきちんと謝罪・フォローできなかった。 -12 
2 相手に対して果たすべき責任をあなたが十分に果たせなかった。 -12 
9 相手に過度に頼ってしまった。 .21 
7 相手にとってよけいなお世話かもしれないことをしてしまった。 .07 
対人葛藤度（α＝児）
8 あなたと関わりたくなさそうな態度や振る舞いをされた。 -.05 .01 
5 相手からけなされたり軽蔑された。 -04 -07 
13 あなたを信用していないような発言や態度をされた． .0 .13 
3 あなたの意見を相手が真剣に聞こうとしなかった。 .09 -.08 
17 相手の問題点や欠点について注意・忠告をしたら逆に怒られた。 .2 .06 
因子間相関 自 l2 
fl - ' 2 
l2 .2 - .48 
fl 38 48 
τable 3 
対人ストレッサー顔度尺度の因子分析（主因子法，プロマックス回転）






















2'7 -08 01 
2'3 -03 -01 
J施 .07 .06 ．ω 09 -09 
.59 -04 19 
.54 .13 .02 
-08 .81 -05 
∞ .72 .04 
叫 .63 .04 。2 .60 .03 
ω .49 .IO 


































自己存在の喪失感 16.91 7.88 
身体感覚と他者への違和感 12.81 5.36 
自己の疎隔感 22.68 7.64 
外界との疎隔感 13.81 5.77 
摩耗度 15.24 3.66 
過失度 19.10 2.87 
葛藤度 15.99 2.99 
摩耗頻度 15.87 4.54 
葛藤頻度 11.86 3.56 
過失頻度 7.88 2.12 




自己存在の喪失感 身体感覚と他者への違和感 自己の疎隔感 外界との疎隔感
説明変数 p p p β 
摩耗頻度 .1600 ー .1s・ .09 
葛藤頻度 - .24000 - .2100 
過失頻度 .21000 .12° .32山 .2s"' 
R2 09000 .10000 .Iず” .17'• 






























説明変数 β β J!. β 
ステップ1 摩耗頻度 .04 ・.03 .10 .02 
葛藤頻度 .08 .19” .ー09 .15 . 
過失頻度 .1・ .06 .26 .. .20 ... 
GHQ28 .39 .35 .42 .34 
ステップz摩耗頻度×GHQ28
葛藤頻度xGHQ28 .14 . 
過失頻度xGH~28
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